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＼瑞
穂町
議会っ

てどんなところ？／

議会にぜひ、お越しください！
　瑞穂町議会では、３月、６月、９月、12月に本会議を開催しています。議場では、町民の代表
である議員が一般質問をしたり、条例や予算などの審議を行っています。
　また、委員会も開催しており、いずれも傍聴することができます。
　今号では、より多くの方に議会へお越しいただきたいため、議会の紹介をします。

＼  議会の予定は、H P で確認することができます  ／

＼  議会には他にもこんなお部屋があります  ／

傍聴席から見た議場

全員協議会室

議長席から見た議場

委員会室

傍聴届

傍聴券

特 集

1 まずは、議場がある
役場４階の議会事務局へ。

3 傍聴券と資料を受領したら、
いざ傍聴席へ。

4 お帰りの際は、傍聴券を議会事務局へ
ご返却ください。

返却を忘れずに

スロープになっていて、
入りやすい！

2 議会事務局で傍聴届を記入し、
傍聴券と資料を受領してください。

住所と名前を
書くだけ

議長・副議長 議員紹介 議会のしくみ 議会の予定 会議結果 議会からの報告 各種手続き 議長・副議長 議員紹介 議会のしくみ 議会の予定 会議結果 議会からの報告 各種手続き

議会の予定

定例会

瑞穂町議会

臨時会

委員会

議員席

傍聴席

議長席

執行部席（町長、教育長、町職員など）

４階までは、
エレベーターで
らくちん♪

ギカイのひろば Vol.247ギカイのひろば Vol.247 0203



　　

議案審議 令和７年
9月定例会

※全ての議案の詳細は
　HPでご覧になれます。

Ｑ 　変更に伴う費用はかかるのか。
Ａ　住所変更に伴うシステム改修、地区内の現地調査、
権利者調査、説明会の支援などの費用がかかる。また、
当地域の住民には免許証の住所変更などの手続きを取
っていただくことになる。

Ｑ 　住民説明会に出ることができなかった方への対応は。
Ａ　住民懇談会を１回、住民説明会を２回開催した。そ
こに来られなかった方への対応として、「箱西」という名
称が仮で決まったことを地区内全住民に通知している。

Ｑ 　機材などの搬入もあるが、安全の確保は。
Ａ　基本的には平日の午前９時から午後５時に工事
を行うが、工事エリアを区切って安全を図る。搬
入などは、安全員や誘導員を立てる。

Ｑ 　体育館を使う体育の授業に制約はかかるのか。
Ａ　学習発表会などの大きなイベントは学校行事を
優先するが、それ以外は工事を中心に進めるため、
体育の授業はできない。

Ｑ 　災害時は何日程度の運転が可能か。
Ａ　最大で６日間はもたせる設計。

　夏季における熱中症対策および学習環境の向上並びに災害時における避難所機能の維持および向上を目
的に、ガスヒートポンプの空調設備を講堂に新設します。停電時は、バッテリー電源によりガスエンジン
を駆動させ、発電機を回すことで、必要な電力を確保することができます。

ppick ick uup2 p2 

町立瑞穂第一小学校及び瑞穂第四小学校講堂空調設備
設置工事請負契約について

ppick ick uup1 p1 

町区域の変更について議案第61号

議案第81号

令和７年第３回瑞穂町議会定例会議案
全会一致で可決（同意・適任・認定）された議案等    

議案第 54号 瑞穂町下水道使用料審議会条例

議案第 55号 瑞穂町議会議員及び瑞穂町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正
する条例

議案第 56号 瑞穂町乳幼児の医療費の助成に関する条例等の一部を改正する条例

議案第 57号 瑞穂町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

議案第 58号 瑞穂町下水道条例の一部を改正する条例

議案第 59号 瑞穂町副町長の選任について

議案第 60号 人権擁護委員の候補者の推薦について

議案第 61号 町区域の変更について

議案第 62号 令和７年度瑞穂町一般会計補正予算（第５号）

議案第 63号 令和７年度瑞穂町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議案第 64号 令和７年度福生都市計画瑞穂町箱根ケ崎駅西土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

議案第 65号 令和７年度瑞穂町介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第 66号 令和７年度瑞穂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案第 67号 令和７年度瑞穂町殿ケ谷財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第 68号 令和７年度瑞穂町石畑財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第 69号 令和７年度瑞穂町箱根ケ崎財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第 70号 令和７年度瑞穂町長岡財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第 71号 令和６年度瑞穂町一般会計歳入歳出決算認定について

議案第 72号 令和６年度瑞穂町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 73号 令和６年度福生都市計画瑞穂町箱根ケ崎駅西土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

議案第 74号 令和６年度瑞穂町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 75号 令和６年度瑞穂町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 76号 令和６年度瑞穂町殿ケ谷財産区特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 77号 令和６年度瑞穂町石畑財産区特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 78号 令和６年度瑞穂町箱根ケ崎財産区特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 79号 令和６年度瑞穂町長岡財産区特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 80号 令和６年度瑞穂町下水道事業会計利益の処分及び決算認定について

議案第 81号 町立瑞穂第一小学校及び瑞穂第四小学校講堂空調設備設置工事請負契約について

議案第 82号 令和７年度瑞穂町一般会計補正予算（第６号）

議員提出
議案第 1号 建築物石綿含有建材事前調査・除去費用の国民への周知と国民負担軽減措置を求める意

見書

契約方法　制限付一般競争入札
契約金額　１億549万円（落札比率85.19％）
契約相手　八重洲工業株式会社（立川市）
工　　期　令和８年１月21日まで
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箱根ケ崎駅西地区の町名を「箱西」へ

一小・四小講堂にガスヒートポンプのエアコン設置

9月に行われた駅西盆踊り

ギカイのひろば Vol.247ギカイのひろば Vol.247 0405



決算質疑を
ピックアップ

6年度決算を
認定私たちの税金、一般会計約162億円

無駄なく効率的に生かされたか

歳　入
Ｑ 　個人町民税が前年度比１億843万円減となっ
た理由は？
Ａ 　国の定額減税による影響。
Q 　ふるさと納税に伴う個人町民税の控除額は？
Ａ  　控除額は5,664万円程度。件数は1,583件。

　今回の議会には、令和６年度一般
会計・各特別会計・下水道事業会
計の決算認定議案が町から上程され
ました。決算特別委員会での審査後、
本会議においてすべての会計ともに
全会一致で認定しました。

決算特別委員会で審査
　議案が上程された後、議会では、決算特
別委員会を設置し、委員長に香取幸子議員、
副委員長に大和雅彦議員を選出。議長、議
会選出監査委員を除く12名により、３日
間にわたり町側へ質疑し、４日目に議員間
討議を行いました。

3日間にわたり延べ233件の質疑
4日目に議員間討議を実施

産業・観光
Ｑ　ふるさと納税返礼品の特徴は？
Ａ 　加工品が79品目、工業製品が42品目、農畜
産物や体験できるものなどがあり、件数では特
にプロテインが好調。
Ｑ 　プロモーション動画制作業務委託料の成果
は？
Ａ  　再生回数が約２万回となった。動画の２次元
コードを冊子などに入れることで、デジタルと
アナログとのハイブリットで町のＰＲができる
ようになった。

生活・環境
Ｑ 　ごみ量は微減し、リサイクル率が増加してい
るが要因は？
Ａ 　６年度から硬質プラスチックと剪定枝のリサ
イクルを始めた影響と考えている。

教　育
Ｑ 　学習サポーターが20名からクラスサポート
スタッフ10名に変更になったが影響はなかっ
たか？
Ａ 　学校現場からはさらに充実してほしいとの声
があがっている。都との連携事業であり、研究
を進めている。
Ｑ 　不登校対策の取り組みと成果は？
Ａ  　教育支援室「いぶき」を居場所として紹介した
結果、利用者が増加した。また、二中には心の
居場所「つむぐ」を開設した。
Ｑ 　予算の段階ではスクール・ソーシャル・ワー
カー２名体制であったが、９月までは１名での
対応となった。影響はなかったのか？
Ａ  　一時期欠員が生じ、苦しい状況もあった。ハ
ローワークなどと連携し、募集をかけて９月か
ら採用することができた。

討議対象となった施策（P8・P9 参照）討
議

事
項

※決算書の詳細は
　HPでご覧になれます。

まちづくり
Ｑ 　沿線まちづくり検討業務委託料約1,412万円
の成果は？
Ａ  　新駅周辺だけではなく、より広域的に町全体
にその恩恵を広げていくという観点から町の他
の事業との連携を分析した。
Ｑ 　駅西土地区画整理事業における保留地処分は、
令和６年度でどこまで進んだのか？
Ａ 　令和６年度末をもって、面積換算で約78.7
％の販売実績となっている。

町の観光PR動画

福祉・健康
Ｑ 　MIZCUL（ミズカル）の委託の内容と成果は？
Ａ  　だんだん畑でのICT活用や町民農園プログラ
ムの企画運営などを委託した。オープン後、実
現可能性のある計画となったと考えている。

Ｑ 　子ども計画を策定したが、子どもたちの意見
などが計画に反映されたのか？
Ａ  　産業まつり、こどもフェスティバルで子ども
たちから意見を聴き、子ども計画の中に掲載し
た。
Ｑ 　子ども家庭支援センターでの養護相談が255
件と報告されているが、どのように対応したの
か？
Ａ  　職員が直接児童と会って、身体の傷やあざが
ないかなどの安全確認をし、保護者からも聞き
取り、重篤な場合は、児童相談所に案件を送致
して対応した。相談件数は増加傾向にある。

MIZCUL（ミズカル）

くらし・安全
Ｑ 　騒音測定機器更新で静止画機能追加の効果
は？
Ａ  　都のカメラが撮影した静止画を町でも見られ
るようになった。騒音の苦情を受けた際に、飛
行の実態と機種、飛行ルートの確認に活用でき
ている。
Ｑ 　消防団員の制服などの購入費が高額になった
理由は？
Ａ 　令和７年度の消防団員の改選に合わせ、消防
団員170人分の新基準の制服などを新調した。

7月27日に実施された消防団消防ポンプ操法審査会

ギカイのひろば Vol.247ギカイのひろば Vol.247 0607

交　通
Ｑ 　デマンド交通の利用者が増えていないが、そ
の対策は？
Ａ  　認知されるまでに時間を要している。広報の
充実、東西区分の休止（利用促進キャンペーン）
で利用者が増えてきている。
Ｑ 　コミュニティバスの代替交通であるデマンド
交通は、制限を設けず誰でも使えるようにすべ
きでは？
Ａ  　路線バス、コミュニティバスを利用するのが
困難な方向けの交通手段と考えている。

　認知されるまでに時間を要している。広報の
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　決算特別委員会４日目は、討議事項を四つ抽出し、全委員で討議　決算特別委員会４日目は、討議事項を四つ抽出し、全委員で討議
を行いました。討議終了後、合意形成を図りました。を行いました。討議終了後、合意形成を図りました。

決算特別委員会 4日目 議員間討議

長期総合計画の基本目標2
子どもたちがのびのびと育つまち

確かな学力の育成と個性と創造力の伸長施策分野5

討議での主な意見

討議での主な意見

長期総合計画の基本目標6
「便利で快適に暮らせるまち」

公共交通

コミュニティバスの運行について 教育に携わるスタッフについて

不登校対策の推進についてデマンド交通の実証実験について

施策分野２

討議での主な意見

討議での主な意見

成果は上げられたのか成果は上げられたのか
議会の判断は！議会の判断は！

コースの一部廃止は適切な
判断であった。

スタッフの制度は充実して
いるが、連携に懸念がある。

支援スタッフが20名から
10名に減ったが、その影
響について検証がされたの
か疑問である。

部活動コーディネーターが
配置されているが、地域連
携の動きがなかったのは問
題ではないか。

教育支援室「いぶき」の利
用者が倍以上に増加し、居
場所として必要性が再認識
された。

不登校の原因の分析を科学
的に行う必要性がある。
「Q-U」などを導入すべき
では。今後は幅広い状況に
対応する必要がある。

タブレットの持ち帰りやリ
モートでの授業参加など、
学びの機会を保障する取り
組みを加速すべき。

二中に「つむぐ」を開設し、
別室登校の取り組みを始め
たことは評価できるが、周
知不足では。

「いぶき」は利用者が急増したが、スタッフの数が不
足し、対応に影響が出ていた。

スクール・ソーシャル・ワ
ーカーは2名配置のところ、
1名しか配置できなかった
期間があった。人材確保に
課題があるのでは。

コミバスの代替交通として、
期待できる。

収支率については大きな課
題がある。

福生病院に行けるコースが
あるのは非常に良い。

1台での運行には利便性に
問題がある。

ＰＲ不足。もっとＰＲに予
算をかけてもよかったので
はないか。

コースの一部廃止の結論を
早く出すべきであった。

ひかり学級の開設は新規事
業として成果があったと評
価できる。

コミバスの代替交通なのに
年齢制限などがあることは
問題。

実績として登録者数が少な
い。啓発・ＰＲや登録方法
に課題があったのでは。

乗車率向上のための取り組
みは検討の余地があった。

住民の意見が反映されてい
たのか疑問である。

結果→ 結果→ 決算委員長の審査報告に決算委員長の審査報告に
　　　　　　　討議内容を盛り込

む。
　　　　　　　討議内容を盛り込

む。

結果→ 結果→ 決算委員長の審査報告に決算委員長の審査報告に
　　　　　　　討議内容を盛り込

む。
　　　　　　　討議内容を盛り込

む。

結果→ 結果→ 決算委員長の審査報告に決算委員長の審査報告に
　　　　　　　討議内容を盛り込

む。
　　　　　　　討議内容を盛り込

む。

結果→ 結果→ 決算委員長の審査報告に決算委員長の審査報告に
　　　　　　　討議内容を盛り込

む。
　　　　　　　討議内容を盛り込

む。
※Q-U… 児童・生徒の意欲や満足度、学級の状態

を測定する検査

ひかり学級（四小）ひかり学級（四小）

教育支援室「いぶき」教育支援室「いぶき」

討
議

事
項

討
議

事
項

討
議

事
項

討
議

事
項
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議員議員ははこうこう 評価評価した！した！
令和6年度の 町政運営

原 議員原 議員

納得度95％

髙橋 議員髙橋 議員

納得度80％

大和 議員大和 議員

納得度95％

香取 議員香取 議員

納得度90％

納得度80％

大坪 議員大坪 議員

納得度85％
納得度90％

下野 議員下野 議員

納得度90％

川島 議員川島 議員

納得度85％

納得度85％

森 議員森 議員

障がい者（児）支援
自閉症・情緒障がい特別支援
学級「ひかり学級」の開設、
基幹相談支援センターの開
設があり、今後の支援強化に
期待。

観光
プロモーション動画は、小・中
学生の出演でオリジナル要素が
あった。今後、どのように観光
事業に結び付けていくか注視し
ていく。

資金融資利子補給金
町指定の金融機関から年
1.6％で融資を受け、町の
0.8％補助により実質0.8
％で利用可能。しっかり周
知しつつ継続的な活用を。

中央体育館の
エアコン設置工事

暑さ対策、スポーツ環境の向上
と、併せて災害時には指定避難
所となる。また、都補助金を活用
し設置できたことは評価できる。

納得度90％

公共交通
コミュニティバス事業では、コ
ースの見直しを図ったことは評
価できる。デマンド交通につい
ては、当初から大胆に取り組ん
でもよかったのでは。

各課連携に課題
工事契約に一部不調もあった
が、おおむね当初の計画通りに
できたことは評価。町のポテン
シャルをさらに引き出す全庁的
な取り組みに課題が伺えた。

給食費無償化
子育て支援のために、私
立の児童・生徒などを含
む学校給食費の無償化へ
の取り組みは評価できる
内容であった。

デマンド交通
誰でも乗れるコミュニティバス
路線の一部廃止に伴う対応策で
あるデマンド交通に年齢制限を
設けていることは疑問である。

自転車用ヘルメット
着用促進補助金

令和５年度のみの予定を令和
６年度まで延長することで、
さらに229件への補助が可能
となったことは高評価。

自動運転バス実証実験
交通不便地域解消、公共交通の
持続可能性向上など、町の公共
交通が維持・活性化されること
を期待する。

古宮 議員（監査）古宮 議員（監査）

納得度88％

下澤 議員下澤 議員

各種計画策定
策定中の第５次長期総合計画
後期基本計画と策定過程にあ
る各種計画との整合性が図ら
れているのか疑問であり、さ
らなる一歩が望まれる。

納得度85％
瑞穂町ＰＲ動画作成
一過性のＰＲではなく、地域
経済や観光戦略への転換が進
むことを期待する。子どもた
ちが楽しんで参加できたこと
が何よりである。

榎本 議員榎本 議員

井上 議員井上 議員
浜﨑 議員浜﨑 議員

女性消防団員の
活躍に期待

女性消防団員は町の安全を
支え、消防団のＰＲ活動を
通じ、地域の絆を深める重
要な存在。その努力と貢献
は高く評価されるべき。

小川 議長小川 議長

納得度85％
デマンド交通実証実験
実証実験の開始は評価で
きるが、スタート時の利用
制限が厳しかった。もっと
多くの人が利用しやすい条
件を設定すべきであった。

6年度決算に対する議員個人としての評価です。議長 および監査委員は、決算特別委員会委員ではありません。
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包括的性教育の推進と
「ユースクリニック」の開設を

開設は難しい。引き続き
 情報収集と研究を進めていく

下野　義子　議員（公明党）

教育長

質
問　

学
校
に
お
け
る

性
教
育
の
拡
充
を
求
め

る
声
が
高
ま
っ
て
お
り
、

子
ど
も
が
健
康
で
幸
福

な
生
活
を
送
る
た
め
に

包
括
的
性
教
育
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
性
に
関
す
る
知
識

正
し
い
情
報
の
選
択
を

行
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
中
学
校
で
は
、
性

と
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
か
考
え
、
誤
っ
た
情

報
で
自
分
や
他
人
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
、
行
動

の
選
択
に
つ
い
て
考
え

る
。
個
別
の
相
談
は
、

学
校
で
の
相
談
し
や
す

い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努

め
、
公
認
心
理
士
な
ど

が
、
相
談
を
聞
く
体
制

を
と
っ
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
ユ
ー
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
設
は

難
し
い
。
子
ど
も
や
若

者
の
性
の
悩
み
へ
の
有

効
な
対
策
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
情
報
収
集
と

研
究
を
進
め
て
い
く
。

だ
け
で
な
く
、
人
権
、

性
の
多
様
性
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
、
人
間
関
係

な
ど
幅
広
い
内
容
を
包

括
的
に
学
ぶ
教
育
で
、

わ
が
町
で
も
積
極
的
に

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。

併
せ
て
、
若
者
が
友
達

や
親
に
は
相
談
し
づ
ら

い
、
性
や
心
の
悩
み
な

ど
を
気
軽
に
相
談
で
き

る
「
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
を
開
設
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
所
見
を
伺

う
。

教
育
長

都
の
性
教
育

の
手
引
の
基
本
的
な
考

え
方
を
踏
ま
え
、
教
育

活
動
全
体
を
通
じ
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
。
小
学
校
で
は
、
性

を
社
会
的
側
面
で
捉
え
、

質
問　

町
の
活
性
化
に

必
要
と
さ
れ
る「
人
」

「
産
業
」「
魅
力
づ
く
り
」

に
つ
い
て
積
極
的
な
投

資
に
よ
る
底
上
げ
が
必

要
と
考
え
、
次
の
３
点

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

問
①　

社
会
的
資
源
と

し
て
の
人
材
の
発
掘
と

育
成
、
活
動
の
場
を
ど

う
確
保
し
て
い
く
か
。

町
長

町
内
に
は
、
私

た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
高
い
技
術
や
技
能

を
有
す
る
方
々
が
活
躍

し
て
い
る
。
こ
う
い
う

人
材
を
掘
り
起
こ
し
、

地
域
活
動
へ
の
ル
ー
ト

を
確
立
で
き
る
か
が
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
重
要
で
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

使
っ
て
引
き
続
き
情
報

収
集
に
あ
た
り
た
い
。

問
②　

産
業
活
性
化
へ

の
町
の
補
助
や
投
資
の

成
果
と
課
題
は
。

町
長

人
材
の
確
保
が

課
題
。
７
年
度
か
ら
は

こ
れ
ま
で
の
人
材
育
成

支
援
に
加
え
、
人
材
確

保
に
つ
い
て
も
支
援
し

て
い
る
。

問
③　

町
内
会
、
住
民

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

活
動
状
況
と
魅
力
づ
く

り
へ
の
町
か
ら
の
投
資

の
成
果
と
課
題
は
。

町
長

町
内
会
な
ど
の

加
入
率
は
、
減
少
傾
向

に
あ
る
。
地
域
活
性
化

に
は
経
済
活
動
、
文
化

活
動
、
地
域
の
住
民
活

動
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

「
人
」「
産
業
」「
魅
力
づ
く
り
」に

積
極
的
な
投
資
を
す
べ
き
で
は

７
年
度
か
ら
人
材
確
保
に
つ
い
て
も

支
援
し
て
い
る

森　
　
　
亘　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

町・都市公園のトイレ管理に
ついて再度問う

地域との協働を主体に推進している

大坪　国広　議員（日本共産党）

町長

質
問　

町
に
は
、
大
・

小
合
わ
せ
て
45
カ
所
の

都
市
公
園
が
あ
り
、
21

カ
所
の
多
目
的
ト
イ
レ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
利
用
者
の
多
い

公
園
な
ど
で
、
ほ
こ
り

や
床
面
の
汚
れ
を
目
に

し
、
住
民
か
ら
も
清
掃

て
い
る
。

問
②　

掃
除
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
や
点
検
表
の

活
用
な
ど
で
衛
生
管
理

状
況
の
可
視
化
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長

公
園
清
掃
は
、

町
内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
地
域
と
の
協

働
を
主
体
に
推
進
し
て

お
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

点
検
表
の
導
入
は
考
え

て
い
な
い
。
公
共
施
設

を
き
れ
い
に
保
つ
た
め

に
も
、
利
用
者
一
人
ひ

と
り
に
公
共
の
財
産
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
い
つ
ま
で
も
快

適
に
使
え
る
環
境
づ
く

り
が
大
切
と
考
え
て
い

る
。

的
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
資

源
を
利
用
し
な
が
ら
、

安
心
し
て
介
護
を
継
続

で
き
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

作
業
の
改
善
を
求
め
る

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
次
の

２
点
に
つ
い
て
所
見
を

伺
う
。

問
①　

ト
イ
レ
の
維
持

管
理
や
清
掃
作
業
の
回

数
な
ど
、
現
状
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

町
長

公
園
管
理
は
、

町
内
会
や
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
業

務
を
依
頼
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
清
掃
は
、
利
用

状
況
な
ど
を
考
慮
し
、

公
園
ご
と
に
回
数
を
設

定
し
実
施
し
て
い
る
。

地
域
住
民
の
協
力
は
、

公
園
や
施
設
へ
の
愛
着

や
責
任
感
、
住
民
意
識

の
向
上
に
も
つ
な
が
っ

町・都市公園のトイレ管理に
ついて再度問う

包括的性教育の推進と

質
問　

約
８
０
０
万
人

と
い
わ
れ
る
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
と
な
り
、
日
本

で
は
す
で
に
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
人
口
の
29

％
を
超
え
「
超
高
齢
社

会
」
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
社
会
保
障

費
の
負
担
増
、
医
療
・

介
護
体
制
維
持
の
困
難

化
、
労
働
力
不
足
な
ど

の
社
会
課
題
が
生
じ
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
も
私
た
ち
の
目
前
に

迫
っ
て
い
る
。
特
に
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
の
増
加
に
よ
る

「
老
老
介
護
」
や
「
認

認
介
護
」
が
深
刻
化
し

て
お
り
、
町
の
実
情
と

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

老
老
介
護
や
認

認
介
護
に
つ
い
て
は
、

急
ぎ
対
策
を
講
ず
る
必

要
が
あ
る
問
題
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
町

の
実
情
を
国
に
伝
え
て

い
く
。
町
に
お
い
て
も

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

に
留
ま
ら
ず
、
医
療
・

介
護
、
介
護
予
防
、
住

ま
い
お
よ
び
自
立
し
た

日
常
生
活
の
支
援
が
包

括
的
に
確
保
さ
れ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
よ
り
推
進
す
る
。

　

在
宅
介
護
を
支
え
て

い
る
家
族
な
ど
が
、
公

老
老
介
護
・
認
認
介
護
の

実
情
と
対
策
は

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
推
進
す
る

榎
本　
義
輝　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
推
進
す
る

一  般質問町政を問う

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
主
催
の
リ
モ
ー
ト
会

議
に
ル
ー
ル
や
規
程
を

町
長

委
員
会
の
規
模

や
状
況
も
異
な
る
た

め
、
一
律
の
ル
ー
ル

づ
く
り
は
難
し
い
。

町
長

下師岡公園に設置されているトイレ 老老介護のイメージ

ユースクリニックのイメージ不登校の子どもたちが参加した農業体験
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インクルーシブ教育に
 ついて

個人への合理的配慮の提供
 などが必要

川島　靖弘　議員（立憲民主党） 質
問　

国
連
の
障
害
者

権
利
委
員
会
か
ら
日
本

政
府
に
「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
権
利
を
保

障
す
べ
き
」
と
勧
告
が

出
さ
れ
た
。
子
ど
も
の

学
ぶ
権
利
を
ど
の
よ
う

に
保
障
す
る
か
さ
ま
ざ

教
育
内
容
な
ど
に
つ
い

て
合
意
形
成
し
た
上
で
、

総
合
的
に
判
断
す
る
。

ま
な
考
え
方
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て

次
の
２
点
を
伺
う
。

問
①　

イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
を
ど
の
よ
う
に

定
義
し
て
い
る
か
。

教
育
長

障
害
者
の
権

利
に
関
す
る
条
約
に
、

障
が
い
者
が
能
力
を
最

大
限
度
ま
で
発
達
さ
せ
、

社
会
に
効
果
的
に
参
加

す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
と
い
う
目
的
が
示
さ

れ
て
い
る
。
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
と
、
な
い

子
ど
も
が
共
に
学
ぶ
仕

組
み
が
必
要
で
、
個
人

に
必
要
な
合
理
的
配
慮

の
提
供
な
ど
が
必
要
。

問
②　

重
度
障
が
い
児

が
通
常
学
級
へ
の
進
学

を
希
望
し
た
場
合
の
対

応
は
。

教
育
長

就
学
支

援
委
員
会
で
、

そ
の
児
童
・
生

徒
に
適
す
る
と

思
わ
れ
る
学
校

を
示
す
。
そ
の

後
、
本
人
・
家

庭
・
学
校
の
意

思
を
確
認
し
、

で
き
る
支
援
や

質
問　

わ
が
町
に
は
大

き
な
河
川
が
な
く
、
上

水
道
が
断
水
す
る
よ
う

な
大
規
模
災
害
発
生
時

に
は
、
生
活
用
水
の
確

保
が
課
題
と
な
る
地
域

が
あ
る
。
町
が
整
備
を

進
め
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
等
も
、
生
活
用
水

が
な
け
れ
ば
衛
生
的
な

管
理
が
困
難
と
な
り
、

二
次
的
な
健
康
被
害
の

恐
れ
も
あ
る
。
人
間
の

生
活
に
と
っ
て
水
は
不

可
欠
で
あ
る
。
現
在
、

地
域
防
災
計
画
の
改
定

作
業
を
進
め
て
い
る
が
、

災
害
時
に
は
防
火
水
槽

の
水
を
生
活
用
水
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
追

記
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

町
長

防
火
水
槽
は
、

断
水
時
で
も
使
え
る
重

要
な
消
防
水
利
で
、
町

内
に
１
９
８
基
の
防
火

水
槽
を
整
備
し
て
い
る
。

大
規
模
災
害
時
に
は
火

災
が
発
生
す
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
消
火
活
動

用
水
の
確
保
が
重
要
で

あ
り
、
消
防
署
か
ら
も

防
火
用
に
確
保
す
べ
き

と
の
話
が
あ
る
。
私
た

ち
の
生
活
に
と
っ
て
水

は
不
可
欠
で
あ
り
、
生

活
用
水
の
確
保
も
重
要

だ
が
、
防
火
水
槽
の
水

は
火
災
発
生
時
の
た
め

に
確
保
し
て
お
く
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
改

定
中
の
地
域
防
災
計
画

に
、
文
言
を
追
記
す
る

考
え
は
な
い
。

災
害
時
に
お
け
る
防
火
水
槽
の

水
の
生
活
用
水
利
用
に
つ
い
て

火
災
発
生
時
の
た
め
に

確
保
し
て
お
く
も
の

井
上　
一
也　
議
員
（
も
っ
と
瑞
穂
に
笑
顔
）

町
長

「ふれっしゅはうす」の
活用とさらなるにぎわいを

加工場の関係者以外の利用は
 衛生面的に難しい

髙橋　洋子　議員（自民誠和会）

町長

質
問　

「
ふ
れ
っ
し
ゅ

は
う
す
」
の
加
工
場
を

有
効
活
用
し
、
農
家
や

事
業
者
が
規
格
外
野
菜

や
果
物
を
使
っ
た
特
産

品
な
ど
を
製
造
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
れ
ば
、

農
家
な
ど
の
新
た
な
収

益
源
が
確
保
さ
れ
る
と

産
の
材
料
で
作
っ
た
う

ど
ん
な
ど
を
製
造
・
販

売
し
、
施
設
運
営
の
貴

重
な
財
源
と
し
て
い
る
。

加
工
場
は
、
ほ
ぼ
毎
日

利
用
さ
れ
、
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
の
奥
に
位
置
す
る

こ
と
か
ら
、
現
状
の
ま

ま
で
は
関
係
者
以
外
が

利
用
す
る
の
は
、
衛
生

面
か
ら
み
て
も
難
し
い
。

ご
提
案
の
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
は
、
運
営
委
員
会

に
伝
え
る
。

　

今
後
も
産
業
経
済
課

を
中
心
に
、
運
営
委
員

会
、
Ｊ
Ａ
に
し
た
ま
と

協
力
し
合
い
、
農
業
の

振
興
に
取
り
組
む
。

り
組
み
を
検
討
す
る
。

引
き
続
き
、
協
働
の
取

り
組
み
と
ま
ち
づ
く
り

と
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
、

将
来
像
の
実
現
に
向
け

て
着
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

と
も
に
、
町
の
観
光
事

業
に
も
寄
与
で
き
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
サ
ポ

ー
タ
ー
を
募
り
、
そ
の

サ
ポ
ー
タ
ー
が
主
体
と

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
生
産
者
と
交
流

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
を
つ
く
り
、
さ
ら

に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情

報
発
信
も
行
い
、
に
ぎ

わ
い
を
創
出
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
所
見
を
伺

う
。

町
長

「
ふ
れ
っ
し
ゅ

は
う
す
」
は
町
が
運
営

し
て
い
る
も
の
で
は
な

く
、
瑞
穂
町
農
畜
産
物

直
売
所
運
営
委
員
会
が

運
営
し
て
い
る
。
地
場

 ついて

川島　靖弘　

質
問　

「
多
摩
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
延
伸
を
契
機

と
し
た
瑞
穂
町
ま
ち
づ

く
り
基
本
計
画
」
で
は
、

箱
根
ケ
崎
駅
西
公
有
地

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
を
踏
ま
え
、

No.
７
駅
周
辺
の
将
来
的

な
土
地
利
用
を
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
町

民
主
体
の
取
り
組
み
と

し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、

に
ぎ
わ
い
創
出
や
創
業

支
援
の
面
で
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
い
る
が
、

今
後
の
持
続
的
な
運
営

に
は
改
善
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
今
後
の

展
望
や
課
題
へ
の
対
応

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

町
長

今
年
度
、
瑞
穂

町
商
工
会
に
委
託
し
て

課
題
抽
出
を
実
施
し
て

い
る
。
抽
出
さ
れ
た
課

題
を
踏
ま
え
て
改
善
し

て
い
く
た
め
に
、
新
た

に
会
議
体
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。
公
有
地

に
留
ま
ら
ず
、
地
域
全

体
の
価
値
を
高
め
る
取

箱
根
ケ
崎
駅
西
口
公
有
地
を
活
用

し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
い
て

協
働
の
取
り
組
み
と
ま
ち
づ
く
り
を
連
携
さ
せ
、

着
実
に
取
り
組
む

浜
﨑　
崇　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

協
働
の
取
り
組
み
と
ま
ち
づ
く
り
を
連
携
さ
せ
、

着
実
に
取
り
組
む

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

空
間
放
射
線
量
率
の
測

定
継
続
は
今
後
も
必
要

か町
長

測
定
回
数
の
変

更
は
あ
り
得
る
が
、

町
民
が
安
心
で
き
る

数
値
で
あ
る
か
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
、

調
査
は
継
続
す
る
。

町
長

教育長

駅西公有地にあるOHAKOYA（おはこや）農畜産物直売所 ふれっしゅはうす

公園に設置された防火水槽
（むさし野地区）

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検

査
実
施
を

外
国
人
と
の
共
生
は

町
長

国
の
指
針
に
お

い
て
推
奨
項
目
に
追

加
さ
れ
た
際
、
議
論

を
進
め
る
。

町
長

相
互
の
理
解
が

大
切
。
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ペット防災手帳の作成と
 配布を

新規作成は考えていない

香取　幸子　議員（自民誠和会）

町長

質
問　

ペ
ッ
ト
防
災
手

帳
は
、
災
害
時
に
ペ
ッ

ト
と
飼
い
主
が
安
全
に

避
難
す
る
た
め
の
情
報

を
ま
と
め
た
便
利
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
。
手
帳

に
は
ペ
ッ
ト
の
健
康
状

態
、
ワ
ク
チ
ン
履
歴
、

効
性
が
見
え
に
く
い
課

題
が
あ
る
。

　

ま
た
、
防
災
に
関
す

る
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、

ペ
ッ
ト
防
災
手
帳
と
同

様
の
機
能
を
果
た
す
も

の
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

ペ
ッ
ト
防
災
手
帳
の
新

規
作
成
は
考
え
て
い
な

い
。
現
在
配
布
し
て
い

る
「
愛
犬
健
康
手
帳
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
、
飼
い
主
の
自
助

で
あ
る
こ
と
の
認
識
や

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
へ
の

住
民
理
解
が
浸
透
す
る

よ
う
、
必
要
な
情
報
の

提
供
・
周
知
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記

載
す
る
。
導
入
す
る
こ

と
で
、
ペ
ッ
ト
と
飼
い

主
が
安
全
に
避
難
し
、

被
災
後
も
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
と
考
え
る
。

日
常
の
備
え
や
災
害
時

の
対
応
な
ど
に
加
え
て
、

ペ
ッ
ト
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
記
載
す
る
こ
と
で

ペ
ッ
ト
の
手
帳
に
も
な

る
。
町
で
も
作
成
と
配

布
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
所
見
を
伺
う
。

町
長

手
帳
の
実
際
の

携
行
率
、
記
入
・
更
新

率
が
飼
い
主
の
意
識
に

左
右
さ
れ
や
す
く
、
手

帳
作
成
の
費
用
対
効
果

の
面
か
ら
見
る
と
、
実

質
問　

内
閣
府
は
、
孤

立
し
た
状
態
で
亡
く

な
っ
た
（
死
後
８
日
以

上
経
過
し
て
発
見
）
と

み
ら
れ
る
人
数
を
初
め

て
推
計
し
公
表
し
た
。

２
０
２
４
年
に
お
い
て
、

２
万
１
，
８
５
６
人
で
、

男
性
１
万
７
，
３
６
４

人
・
女
性
４
，
４
６
６

人
・
不
詳
26
人
で
あ
る
。

同
年
４
月
施
行
の
孤

独
・
孤
立
対
策
推
進
法

で
は
、
孤
独
や
孤
立
を

「
社
会
全
体
の
課
題
」

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

多
死
社
会
の
到
来
、
未

婚
率
の
上
昇
と
高
齢
者

の
単
独
化
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
問
題
が
混

在
す
る
中
、
町
の
取
り

組
み
を
問
う
。

町
長

人
口
減
少
が
進

む
中
で
、
孤
独
・
孤
立

な
ど
の
複
雑
、
多
様
化

す
る
地
域
生
活
課
題
の

解
決
に
は
、
一
つ
の
分

野
・
領
域
の
み
で
の
対

応
で
は
な
く
、
分
野
横

断
的
な
複
合
支
援
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
に
お
い
て
も
、
従
来

の
よ
う
な
支
え
手
側
と

受
け
手
側
に
分
か
れ
る

の
で
は
な
く
、
緩
や
か

な
見
守
り
や
声
掛
け
な

ど
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る

住
民
が
役
割
を
持
つ
ケ

ア
リ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
構
築
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
、
孤
独
・
孤
立
へ
の

対
策
、
防
止
に
当
た
っ

て
い
く
。

孤
独
死
・
孤
立
死
に
つ
い
て

分
野
横
断
的
な
複
合
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る

古
宮　
郁
夫　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

今後の災害対策を問う

新総合防災情報システムを
 補完的に運用する

下澤　章夫　議員（自民誠和会）

町長

質
問　

昨
今
、
鹿
児
島

県
ト
カ
ラ
列
島
周
辺
の

長
期
に
わ
た
る
地
震
や

ロ
シ
ア
の
地
震
に
よ
る

津
波
な
ど
が
発
生
し
て

い
る
。
町
で
も
災
害
対

策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
べ
き
と
考
え
る
が
、

次
の
３
点
に
つ
い
て
所

受
援
計
画
を
作
成
し
、

受
入
れ
体
制
を
整
え
て

い
く
。

問
②　

避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
の
作
成
状
況

お
よ
び
名
簿
情
報
提
供

後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
。

町
長

名
簿
は
毎
年
作

成
し
、
自
主
防
災
組
織
、

警
察
署
、
消
防
署
な
ど

に
提
供
し
、
特
に
自
主

防
災
組
織
に
は
平
時
か

ら
各
地
域
の
対
象
者
の

状
況
確
認
を
お
願
い
し

て
い
る
。

問
③　

災
害
時
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活

用
法
と
そ
の

活
用
に
よ
る

利
点
の
周
知

に
つ
い
て
。

町
長
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
頼
ら
ず

に
運
用
で
き

る
被
災
者
生

活
再
建
支
援

シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い

る
。

に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
引
き
続
き
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
適
正
な
在

り
方
を
念
頭
に
、
町
の

Ｐ
Ｒ
を
軸
と
し
た
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
の
拡

充
に
努
め
て
い
く
。

見
を
伺
う
。

問
①　

新
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
・
新
物
資

シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
災

害
時
情
報
集
約
支
援
チ

ー
ム
の
活
用
に
つ
い
て
。

町
長

東
京
都
災
害
情

報
シ
ス
テ
ム
を
主
に
運

用
し
、
新
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
を
補
完
的

に
運
用
し
て
い
く
。
新

物
資
シ
ス
テ
ム
は
、
利

用
環
境
を
整
え
、
防
災

力
強
化
に
つ
な
げ
て
い

く
。
災
害
時
情
報
集
約

支
援
チ
ー
ム
は
、
地
域

防
災
計
画
改
定
の
中
で

今後の災害対策を問う

ペット防災手帳の作成と
 配布を

香取　幸子　

町長

質
問　

総
務
省
は
、
６

月
24
日
の
告
示
に
よ
り
、

返
礼
品
の
付
加
価
値
基

準
に
お
け
る
算
出
方
法

の
明
確
化
や
募
集
費
用

の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
、

制
度
の
適
正
な
運
用
を

促
進
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
た
。
「
地
場
産
品

基
準
の
厳
格
化
」
と

い
っ
た
報
道
も
あ
り
、

返
礼
品
提
供
事
業
者
へ

の
影
響
や
返
礼
品
の
確

保
が
懸
念
さ
れ
る
。
町

の
魅
力
発
信
や
財
源
確

保
の
た
め
に
は
、
さ
ら

な
る
返
礼
品
の
充
実
と
、

寄
付
額
を
増
や
す
た
め

の
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
こ
の
改

正
に
伴
う
影

響
と
今
後
の

対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長
返
礼
品

を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
た

め
に
は
、
町

内
事
業
者
の

協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
。

町
の
魅
力
発

信
に
つ
な
が

る
新
た
な
返

礼
品
の
発
掘

今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
充
実
と

寄
付
額
を
増
や
す
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

町
の
Ｐ
Ｒ
を
軸
と
し
た
返
礼
品
の
拡
充
に
努
め
る

大
和　
雅
彦　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
の
Ｐ
Ｒ
を
軸
と
し
た
返
礼
品
の
拡
充
に
努
め
る

町
長

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

防
災
士
資
格
を
取
得
す

る
費
用
の
補
助
を

箱
根
ケ
崎
駅
コ
ン
コ
ー

ス
の
横
断
幕
の
活
用
を

町
長

自
主
防
災
組
織

や
学
校
な
ど
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
若

い
世
代
の
育
成
や
地

域
防
災
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

町
長

東
西
自
由
通
路

全
体
を
Ｐ
Ｒ
の
場
と

捉
え
た
各
種
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
く
。

孤独・孤立対策に関する施策の推進を図るための重点計画

防災訓練での瑞穂町災害対策本部

日野市のペット防災手帳

町の返礼品の一部（さとふるHPより）
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　７月16日、議会は町と共に防衛省・北関東防衛局・外務省・総務省・環境省（郵送）に対し、横田基地に関
する要望活動を行いました。

主な要望内容
■ CV-22オスプレイや常駐機C-130の市街地上空における低空・旋回飛行、夜間および早朝の飛行訓練
の中止。
■ CV-22オスプレイの墜落事故を受け、今後
の配備に当たっては事前の情報提供、具体的
な説明を行うこと。
■ 防音工事の区域の拡充、対象建築家屋の拡
大、希望届提出後の速やかな工事実施。
■  泡消火薬剤の漏出について、地下水などへの
影響に関し、調査・分析・評価を行い公表す
るなど、詳細な情報を速やかに提供すること。

　全11項目にわたって、町民の安全と良好な
生活環境の確保や迅速で正確な情報提供を強
く要望しました。

瑞穂町と瑞穂町議会　合同による要望活動
基地対策特別委員会要望活動

【陳情者】　東京土建一般労働組合西多摩支部　執行委員長　　辻 岡 邦之　
 常任執行委員　功刀　 誠
【陳情の趣旨】
　国に対して建築物石綿含有建材事前調査・除去費用の国民への周知と
国民負担軽減措置を求める国への意見書を提出してほしい。

７陳情第８号   「建築物石綿含有建材事前調査・除去費用の国民へ
の周知と国民負担軽減措置を求める国への意見書」
提出を求める陳情書

委員会での審査結果は採択すべきものとなり、その後、本会議で採択が議決されました。

陳 情

※ 全ての陳情の詳
細はHPでご覧
になれます。

左から　井上副委員長、山﨑町長、小川議長、森 前北関東防衛局長、
原委員長、下澤副議長

法
人
と
空
き
家
に
関
す

る
総
合
相
談
事
業
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、

問
い
合
わ
せ
な
ど
に
対

応
で
き
る
体
制
を
構
築

し
て
い
る
。
今
後
も
専

門
的
知
見
を
持
っ
た
団

体
な
ど
と
連
携
強
化
を

図
れ
る
よ
う
、
努
め
て

い
く
。

質
問　

空
き
家
条
例
は
、

放
置
さ
れ
た
空
き
家
が

も
た
ら
す
倒
壊
の
危
険
、

衛
生
問
題
、
景
観
の
悪

化
な
ど
に
対
処
で
き
る

よ
う
に
制
定
さ
れ
る
。

空
き
家
法
は
全
国
的
に

適
応
さ
れ
る
法
律
だ
が
、

各
自
治
体
が
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
空
き
家

対
策
を
強
化
す
る
た
め

に
は
空
き
家
条
例
が
必

要
に
な
る
。
多
く
の
自

治
体
が
制
定
し
効
果
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
わ

が
町
も
実
情
に
あ
っ
た

空
き
家
条
例
を
早
期
制

定
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
空
き
家
の
利
活

用
や
相
談
体
制
の
強
化

な
ど
空
き
家
対
策
の
推

進
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

町
長

令
和
７
年
度
に

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
内
包
す
る
形
式
で
、

空
き
家
等
対
策
計
画
策

定
に
着
手
し
て
い
る
。

町
の
実
情
に
合
っ
た
空

き
家
の
利
活
用
や
、
今

後
の
方
向
性
な
ど
に
関

し
て
策
定
す
る
も
の
で
、

空
き
家
に
関
す
る
条
例

制
定
を
見
据
え
た
も
の

に
な
る
。
ま
た
、
相
談

体
制
の
強
化
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

空
き
家
条
例
の
早
期
制
定

お
よ
び
空
き
家
対
策
の
推
進
を

条
例
制
定
を
見
据
え
た
空
き
家
等
対
策
計
画
策
定
に

着
手
し
て
い
る

原　
隆
夫　
議
員
（
公
明
党
）

条
例
制
定
を
見
据
え
た
空
き
家
等
対
策
計
画
策
定
に

着
手
し
て
い
る

町
長

Ｑ アスベスト関連や助成金に対して
の問い合わせはあるか。
Ａ　年間2～3件ある。町への届出義務
がないので、東京都を紹介している。

Ｑ アスベストのレベルによる廃棄物
の分類と処分方法は。
Ａ　産業廃棄物の処理に関しては東京
都が担当しているので、町では把握
していない。

Ｑ アスベストのレベル１とレベル３
で、作業上の違いは。
Ａ　レベル1・2の場合、飛散の恐れが
あるので、発注者が東京都へ届出を
行う必要がある。レベル3の場合、元
請業者（例：解体業者）が作業計画を
策定すれば、届出なしで作業を開始
できる。

担当部署への主な質疑

　瑞穂町議会は国会及び政府に対し、次のとおり対策を求める。

１ 大気汚染防止法による建物解体などにおける飛散防止対策について、監視・指導体制を強化すること。
２ 国民に対し、アスベストの健康被害、アスベスト関連法の改正について周知徹底すること。
３  住宅・建築物アスベスト改修及び解体工事について、アスベストのレベルにかかわらず、建築物の所
有者等に対する調査・除去費用の補助制度を拡充すること。

　令和７年９月24日 東京都西多摩郡瑞穂町議会
衆議院議長、参議院議長
内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、内閣官房長官　宛

議員提出議案
第1号

その他の陳情
番号 件名 付託先 結果

7陳情第7号
国民健康保険の加入者に対する資格確認書の一斉
交付に関する陳情

総務産業建設委員会 不採択

建築物石綿含有建材事前調査・除去費用の国民への周知と
国民負担軽減措置を求める意見書（要約）

総務産業
建設委員会で

審査

議員間討議での主な意見

NPO法人　空家・空地管理センターHPより

全
会

一
致

一般住宅ではレベル３
のアスベスト建材が多
く、調査せずに解体さ
れる例もある。

住民の認知度が低く、
周知が不十分。レベル
３のアスベスト建材の
調査・除去に対する助
成制度の整備が必要。

無届・違法工事が増加
傾向にあるのは、国の
周知不足が原因なので
はないか。

個人負担は厳しい。国
が責任を持って費用を
支援すべき。

調査・除去費用が高額
になるため、国が補助
すべき。

アスベストは人体に深
刻な影響を与えるた
め、国が主導して対応
すべき。

国民にアスベストの危
険性を周知すべき。
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輝 〜people of mizuho〜
  かがやき

　「忙しい」は「立心偏（心）」と「亡」を合わせた漢字です。長く続いた酷
暑の中での仕事や勉強で、少し「心」に余裕が「亡」くなったような気がし
ます。読者の皆さまはいかがですか。秋の清涼な風が心も身体もリフレッシ
ュするように包んでくれるといいですね。「ギカ
イのひろば」も読者の皆さまからもっと親しまれ
るように委員一同リフレッシュして、編集してい
きます。

文：森　　亘
広報広聴委員会 広報部会員
森　　　亘　　榎本　義輝
大和　雅彦　　井上　一也
川島　靖弘　　浜﨑　　崇　

●インターネットで議会録画中継をご覧になれます。
〒190-1292 東京都西多摩郡瑞穂町箱根ケ崎2335
TEL/042-557-7693（直通）FAX/042-557-4433
 gikai@town.mizuho.tokyo.jp

瑞穂町議会

　瑞穂町在住の4人が所属している女子野球チームの立川ホーネッツ
は、東京都代表として全国大会に出場しました。4人とも野球を始めた
のは、お兄さんの影響で小学校低学年の頃からです。印象に残ったのは
「全国大会での1勝」「先輩が卒団後に私たちだけでやっと勝てたこと」
「どんな練習もみんなで笑って楽しくやれたこと」と目を輝かせて答え
てくれました。特に、卒団する2人の3年生には新しい世界が待っていま
す。2人がそれぞれ選んだ道。その世界でも輝くようにみんなで応援し
ましょう。さあ！みんなで一緒に「プレイボール！」

ギ
カ
イ
●
ひ
ろ
ば

2025.11.10　
Vol.247

み
ず
ほ
議
会
だ
よ
り
　
発
行
／
瑞
穂
町
議
会
　
編
集
／
広
報
広
聴
委
員
会
　
広
報
部
会

の

六道山（石畑地区）

女子野球で全国大会出場・・どんな練習もみんなで楽しく女子野球で全国大会出場・・どんな練習もみんなで楽しく

6月

■ 本会議、委員会の開始時刻は午前９時30分からです。なお、広報広聴委員会の開始時刻は午後1時30分からになります。
上記の日程は予定ですので、進捗状況によって、本会議が休会になる場合もございます。傍聴に来られる際は、お電話また
は、ホームページで日程をご確認のうえご来庁ください。

お問い合わせ　議会事務局　☎557－7693（直通）

日 月 火 水 木 金 土
16 17 18 19 20 21 22

請願、陳情の
受付締め切り日 議会運営委員会

23 24 25 26 27 28 29

勤労感謝の日 振替休日

30 1 2 3 4 5 6

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問・議案審議）

本会議
（一般質問・議案審議）

総務産業建設委員会
広報広聴委員会

7 8 9 10 11 12 13

厚生文教委員会 長期総合計画後期基本計画
特別委員会

長期総合計画後期基本計画
特別委員会 議会運営委員会

14 15 16 17 18 19 20

本会議
（議案審議）

次回 12月定例会（予定） 12 月1日～16日

11月

  かがやき  かがやき  かがやき

12本会議12本会議月

仲間を募集しています !!

　（写真左から）　雨宮 遥
はる か
香さん（中１）、三澤 明

めい あ
空さん（中１）、小山 優

ゆ
輝
き
乃
の
さん（中３）、三澤 里

りい さ
彩さん（中３）


